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ロゴマーク

農村をイメージした「稲穂」と漁村をイメージした「海・波」、
農山村をイメージした「山」をモチーフにしたデザイン。

［制作者：濱中 幸子 氏（グラフィックデザイナー）］
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「ディスカバー農
む ら

山漁村の宝」
グランプリ、優秀賞、特別賞について

趣旨
「ディスカバー農

む ら

山漁村の宝」とは、「強い農
林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実
現のため、農山漁村の有するポテンシャルを
引き出すことにより地域の活性化や所得向上
に取り組んでいる優良事例を選定し、全国に
発信するものです。

対象となる取組
	◆ 美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承
	◆ �幅広い分野・地域との連携による農林水産業
や農山漁村の再生
	◆ �国内外の新たな需要に即した農林水産業の 
実現

　平成26年度からスタートした「ディスカバー農山漁村の宝」は、第11回選定として、令和6年６月7日
から約２か月間公募し、合計496件の応募の中から30件（27団体と３名）を選定しました。
　また、選定された30件の中からさらにグランプリ、優秀賞（「ビジネス・イノベーション部門」 
2団体、「コミュニティ・地産地消部門」2団体、「個人部門」１名）及び特別賞（10団体）を決定しました。

グランプリ 町⺠のそば打ち技術や伝統を継承した⽣徒は、全麺協主催「そば道段位」の初段以上を全員が取
得。平成14年から必修科目として「そば」の授業を新設。身につけた技術を活用し、全道各地
のイベントにそば打ちの実演で参加、来場者に高い技能を披露。さらに、高校生が講師役をするそ
ば打ち交流でも活かし、町内の小中学校とは継続的にそば打ちを通した交流を推進。
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優秀賞
個人部門

地域でリーダー的な 
活躍をしている者等

故郷の海を活かした生活がしたいと考え、昭和53年にイタヤガイの養殖を始めたが、収入時期が
限定的であるため、地元の海に生息していた大きな天然のイワガキに着目。平成４年に全国で初
めてイワガキの完全養殖に成功。エサは隠岐海域の天然の植物プランクトンのみであり、海洋環
境にも優しく、地域の資源を最大限に活用した産業となっている。
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関係者の連携による 
活動で地域に活力を 

もたらす取組等

優秀賞
コミュニティ・
地産地消部門

平成８年に群馬県が尾瀬ヶ原を中心とした周辺地域の自然環境をフィールドとした「自然環境科」
を設置。その目的は「自然との共生」を担える人材育成と少子高齢化が進行する中山間地域の
活性化。自然環境科におけるフィールドワーク中心の「探究的な学び」を受けたい子どもたちを
全国各地から募集しており、その受け入れのために「尾瀬ハートフルホーム・システム」という地
元家庭等へのホームスティ制度を整備している。
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特別賞

りんごが原料のシードルを製造するニッカウヰスキー（株）が令和２年度から、販売するアサヒビー
ル（株）が令和４年度からりんご作業の援農ボランティアに従事。令和５年度の両社からの企業
版ふるさと納税を財源に、両社と弘前市、（株）JTBによる官民連携の援農ツアーを実施。
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事業化を通じて 
所得向上や雇用を 
生み出す取組等

優秀賞
ビジネス・

イノベーション部門

北海道林産試験場や帯広畜産大学、山形大学といった研究機関とともに、地方行政機関、地域木材
を提供する木材業者、飼料消費者の畜産農家といった多角的な関係者とのチームにより未利用・低
利用木材を活用した飼料の開発を推進。
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海の森づくりとして藻場を食べ尽くすウニを除去し海藻の畑を作り、胞子を出すコンブを移植し、更
にウニ剥き身後の殻を用いたコンブ用施肥材を設置するなどウニと藻場の循環型再生産による持
続可能な漁業を実践。
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特別賞



特別賞

ビジネス・イノベーション部門
所得向上や雇用を生み出す取組等

団体向け

優秀賞

個人部門
リーダー的な活躍をしている者等

個人向け

優秀賞

コミュニティ・地産地消部門
地域活動による活性化の取組等

団体向け

優秀賞

特別賞
特長の際立つ取組の認知度をさらに向上させるため、選定された地区の中から、特別賞を選定

受賞体系
グランプリ

優秀賞

優秀賞

環境教育
賞

あん・まくͲなるͲ  委員
特別賞

農山漁村を守る活動に取り組む中で「山の問題は山で」、「海の問題は海で」と独立した課題と
して捉えられることが多い、課題を個々に捉えるのではなく、「山」と「海」の課題を包括的に
捉え同時に解決・改善するため、子供と大人が楽しく学ぶことができる環境教育プロジェクトによ
り、環境の課題・資源の大切さ、地球に対して思いやりを育むことを推進。
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海の森づくりとして藻場を食べ尽くすウニを除去し海藻の畑を作り、胞子を出すコンブを移植し、更にウ
ニ剥き身後の殻を用いたコンブ用施肥材を設置するなどウニと藻場の循環型再生産による持続可能
な漁業を実践。
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議会
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賞

特別賞
三國 ਗ਼三  委員

P.14村の有志による地域看板づくりから始まり、岡山県美作国創生公募提案事業の採択を皮切りに、
農業者と非農業者が連携する農村RMOを組織して、農産品、特産品の開発・販売による収益確
保と生活支援に向けたデジタル技術を導入。
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P.33

商店街の田中鮮魚店が選別をし、品質保証する代わりに売値を高くし魚価を上げて漁師を守る戦
略をとり、町と連携し久礼の「鰹乃國」をブランド化。一本釣りの鰹は生食、加工、他漁の餌、農
業用の堆肥など、久礼の地域内での有効活用に取り組む。冷凍鰹の外商強化、鮮魚店による小
中学生への鰹の英才教育による人材育成、「カツオHANDBOOK」による情報発信なども行う。
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P.37農家が町のことを想い助けになることで、町の人が地域の農家を支えるという新しい都市型農業
のあり方を考慮。平成30年に耕作放棄地を活用し約30aの農地にヒマワリを咲かせ、令和２年
度からは周辺農家の農産物の販売を開始。農地のゴミ拾いや耕作放棄地に花を咲かせる活動、
米作りや田んぼの生き物を学ぶ「田んぼの学校」など地域貢献活動を主催。
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酒米生産の農業と酒造業で通年雇用を生み出すため、米農家４名と醸造家１名で合同会社を設
立。「日本酒」、「焼酎」の製造免許の新規交付が認められていない中、町の特産品である米を
使用することで、福島県初の「特産品焼酎免許」を取得。JGAP認証の自社圃場で栽培した米
を活用した米焼酎製造を中心としたアルコール飲料を製造。
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P.20
東日本大震災を受け「世界でここでしか創れない食開発」を目標にかかげ、平成26年「雪結
晶パスタ」を開発し、その後にお客様の声を反映したアートパスタの技術を構築。利用予定の
ないビーツペースト、摘果ラ・フランスなど廃棄していた素材や山形県産農産物を練込み、日本
の四季や山形の産物、歴史文化を象ったストーリー性のあるアートパスタを製造し販売。
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田中 里ࠫ  委員
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家族経営として150年以上営農していたが、平成28年に発生した熊本地震で大きな被害を受
け、施設が全半壊したことで、再建のため法人化。家業から事業へと転換するため、GLOBAL 
G.A.P.の認証を取得し、労働環境の安心安全と作業内容の見える化に注力。事業へと転換をす
る際に、地元支援学校から受け入れた職場実習生の人間性を見て、障がい者のイメージが変わ
り、福祉施設と連携して障がい者を雇用するとともに、産地の付加価値向上を実現。
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平成８年に群馬県が尾瀬ヶ原を中心とした周辺地域の自然環境をフィールドとした「自然環境科」
を設置。その目的は「自然との共生」を担える人材育成と少子高齢化が進行する中山間地域
の活性化。自然環境科におけるフィールドワーク中心の「探究的な学び」を受けたい子どもた
ちを全国各地から募集しており、その受け入れのために「尾瀬ハートフルホーム・システム」と
いう地元家庭等へのホームスティ制度を整備している。
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宿泊関係者、飲食関係者、体験提供者の12団体で協議会を設立し、観光資源の開拓・開発と来
訪者の滞在時間を伸ばす「農泊」事業に取り組んでいる。八百津町の今につながる文化と歴
史を体験型ワークショップにまとめ、長期滞在ツアーに詰め込んで提供する農泊実施体制を確
立。舟運で栄えた歴史、八百津祭り、事業の発展など、ストーリーをつなぎ合わせ、それぞれの事
業、取り組みに関連性を持たせて発信し、訪問者の興味を広げるきっかけとして活用。
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「ビジネス・イノベーション部門」選定団体

「コミュニティ・地産地消部門」選定団体

「個人部門」選定者



選定証授与式
「ディスカバー農

む ら

山漁村の宝」選定証授与式（第 11 回選定）を、
令和 6 年 12 月 17 日に三田共用会議所（麻布十番）において開催し、特別賞の
発表、有識者懇談会委員からの選定証授与を行いました。

優秀賞（コミュニティ・地産地消部門）

優秀賞（コミュニティ・地産地消部門）

優秀賞（ビジネス・イノベーション部門）

優秀賞（ビジネス・イノベーション部門）

株式会社エース・クリーン ひろさき援農プロジェクト

中上光

北海道積丹町におけるブルーカーボン創出
プロジェクト協議会

群馬県立尾瀬高等学校

里山里海賞（三國清三委員） パリ五輪に勝るとも劣らない活躍・ジュニア賞（林良博委員）

NPO 法人 SDGs Spiral

環境教育賞（あん・まくどなるど委員）

吉縁起村協議会

農村 RMO 賞（今村司委員）

服部農園有限会社

美しい景観の保全に資する取組賞（織作峰子委員）

北海道幌加内高等学校

グランプリ

優秀賞（個人部門）

有識者懇談会委員からの
選定証等授与

特別賞の発表・授与第 1部の様子

有限会社　玉谷製麺所

デザイン＆アート賞（田中里沙委員）

株式会社なかせ農園

人が輝くで賞（永島敏行委員）

80％山のまちを元気にする協議会

農泊賞（藤井大介委員）

大正町市場協同組合

お宝食料・料理継承アタック賞（向笠千恵子委員）

合同会社ねっか

楽しさ・想いが次世代につながる地域貢献賞（横石知二委員）
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選定証授与式 交流会
「ディスカバー農

む ら

山漁村の宝」第 11回選定関係者は、令和 7 年1月 7 日に総理大臣官邸において、
内閣総理大臣、内閣官房長官、農林水産大臣、地方創生担当大臣からの直接の激励を受けるとともに、
関係者同士の交流を行いました。

第 2 部の様子
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